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本研究は、これまで行った研究により開発した塩ビサイディングを用いた断熱外装システムの適用範囲を拡大す

るための検討を行うとともに、各種試験を行い、設計情報の整備を図ることを目的としています。 

 

 

 

木造住宅を対象として、塩ビサイディングを壁に取付けるためのビスの温度性状の把握、塩ビサイディングを用

いた壁体の遮音性能の把握を行いました。また、RC造の低中層建物を対象として、断熱システムの施工方法の検討、

負圧力に対するたわみの検討、火災時の燃焼性状の確認を行いました。 

 

 

 

１． 木造住宅を対象として 

・塩ビサイディングの留付けビスの防露方法を示しました。 

・塩ビサイディングを用いた壁体の遮音性能は他のサイテ

ィングに比べて遜色がないことを示しました。 

２． RC 造を対象として 

・断熱複合パネルを下地に使用した施工実験を行い良好な

施工を行えることを確認しました。 

・耐風圧試験を行い、塩ビサイディングの変形量の確認と

施工可能高さを示しました（表１）。 

・燃焼性試験により 10 分間の総発熱量と発熱速度を示し

ました。 

・輻射試験により、輻射量が 1.5W/cm2 １）の場合（燐棟間

隔５ｍ）は発火せずに図３に示すような融解・脱落を起

こすことを示しました。 

都市部の密集住宅地などで隣棟間隔が短い場合は黒煙を

上げ、短時間で激しく燃えことが予想されます。 

これらの成果により、塩ビサイディングを適切な部位に施

工することが可能となります。 
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図２ 塩ビ断熱改修システムの概要 
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図1 外装材の種類別比較 
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試験体６：窯業系SD+合板+外張(GW)

試験体１：塩ビSD+合板+外張(RW)

表１ 塩ビサイディングの施工可能高さ 
風圧負担率注3)  基準風速注

2)V0 30% 50% 

30m/s 20m 8m 地表面粗度区分がⅢ及
びⅣ注1) 38m/s 9m 5m 

注１）平成12年建告第1454号第1で定める区分 
注２）平成12年建告第1454号第2で定める風速 
注３）隙間が多い塩ビサイディングは、壁に作用する風圧力のすべてを負
担するわけではない。通気層を有する外壁はおおよそ30～50%減の風圧を
受けることから、その条件で算出した。 
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①バーナー点火(0:00) 

②塩ビサイディングの変形始まる(0:33) 

⑤サイディングが落下しはじめる(1:15) 

③下部がめくれだす(0:40) 

④穴が開き白い煙がたち始める
(1:10) 

⑥ほとんどのサイディング 
が落下する(1:31) 

図３ 試験体表面の温度推移と塩ビサイディングの状況 

    
(1)40秒経過 (2)75秒経過  (3)90秒経過  (4)2分経過 

写真１ 輻射熱試験の様子 
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